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１【提出理由】 

平成28年６月24日開催の当行第131回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条

の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出する

ものであります。 

 

２【報告内容】 

(1) 株主総会が開催された年月日 

平成28年６月24日 

  

(2) 決議事項の内容 

第１号議案  剰余金の処分の件 

１．期末配当に関する事項 

イ．配当財産の種類 

金銭 

ロ．株主に対する配当財産の割当に関する事項及びその総額 

当行普通株式１株につき金６円50銭 

配当総額         2,916,316,045円 

ハ．剰余金の配当が効力を生じる日 

平成28年６月27日 

２．その他の剰余金の処分に関する事項 

イ．増加する剰余金の項目及びその額 

別途積立金      15,000,000,000円 

ロ．減少する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金  15,000,000,000円 

 

第２号議案  取締役11名選任の件 

木部和雄、齋藤一雄、角田尚夫、栗原弘、堀江信之、深井彰彦、南繁芳、平澤洋一、金井祐二、武

藤英二及び近藤潤の11名を取締役に選任するものであります。 

 

第３号議案  監査役３名選任の件 

中村修輔、小林洋右及び田中誠の３名を監査役に選任するものであります。 

 



 
(3) 決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要件並び

に当該決議の結果 

 

決議事項 
賛成数 
(個) 

反対数 
(個) 

棄権数 
(個) 

可決要件 
決議の 
結果 

賛成割合
（％） 

第１号議案 359,507 1,430 81 (注)１ 可決 96.48 

第２号議案    

(注)２ 

  

木部和雄 344,302 16,632 81 可決 92.40 

齋藤一雄 351,405 9,531 81 可決 94.30 

角田尚夫 352,003 8,930 81 可決 94.46 

栗原  弘 351,955 8,978 81 可決 94.45 

堀江信之 351,998 8,935 81 可決 94.46 

深井彰彦 351,996 8,937 81 可決 94.46 

南  繁芳 357,870 3,063 81 可決 96.04 

平澤洋一 357,856 3,077 81 可決 96.03 

金井祐二 357,871 3,062 81 可決 96.04 

武藤英二 358,366 2,569 81 可決 96.17 

近藤  潤 357,161 3,774 81 可決 95.85 

第３号議案    

(注)２ 

  

中村修輔 352,919 8,012 81 可決 94.71 

小林洋右 285,901 75,026 81 可決 76.73 

田中  誠 359,740 1,192 81 可決 96.54 

(注) １．出席した株主の議決権の過半数の賛成によります。 

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成によります。 

 

(4) 株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由 

本総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計したこと

により可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対及び棄権

の確認ができていない議決権の数は加算しておりません。 

 


